
レンタル釣
つりぐ

具
当
とう

ガイドは、釣
ちょうこう

行に「必
ひつよう

要なもの」から「道
どうぐ

具の扱
あつか

い方
かた

とセッティング」、「釣
つ

るコツ」を紹
しょうかい

介。
一
いちどとお

度通して読
よ

んで、万
ばんぜん

全な状
じょうたい

態で釣
つ

りに出
でか

掛けましょう!!

ガイド エギング専
せんよう

用セット
陸
おか

っぱりアオリイカ　バージョン安心あん

しん

※裏
うらめん

面は、釣
つ

るためのテクニックを紹
しょうかい

介 !!

爆
ばくちょう

釣への道
み ち

は
熟
じゅくどく

読にアリ !!

お買
か

い物
もの

リスト

ハンドルを交
こうかん

換して
使
つか

いやすくしよう

通
つうじょう

常はラインを
巻

ま

き取
と

る方
ほうこう

向で
固

こてい

定します。

ベールアームが回
かいてん

転し
て糸

いと

を巻
ま

き取
と

るタイプ。

道
みちいと

糸を巻
ま

くため
のとってです。

ここに道
みちいと

糸を通
とお

して巻
ま

く。
キャストする時

とき

は開
ひら

きます。 

ここを締
し

めることで道
みちいと

糸
にブレーキがかかりま
す。また緩

ゆる

めると道
みちいと

糸が
出

で

やすくなります。

スピニングリールはハンドルの左
さゆうこうかん

右交換が簡
かんたん

単
にできます。ロッド操

そうさ

作は利
き

き手
て

の方
ほう

が上
うま

手くい
くので右

みぎき

利きの人
ひと

は、左
ひだり

ハンドルに。左
ひだりき

利きの人
ひと

は、右
みぎ

ハンドルに変
か

えるのがベストです。
①ハンドルの反

はんたい

対に付
つ

いている
キャップを外

はず

します。

②10円
えんだま

玉などの硬
こうか

貨でネジを回
まわ

してネジ
止
と

めごと抜
ぬ

き、ハンドルも外
はず

します。

③ネジとハンドル
を入

い

れ替
か

えて差
さ

し込
こ

み、ネジを締
し

め、キャップを付
つ

けて完
かんりょう

了です。

ハンドル

ベールアーム

ドラグ

ストッパーレバー

※どちらも下
かき

記クリンチノットで対
たいおう

応しましょう。

1 ロッドを組
く

み立
た

てる

2 ロッドの中にメインラインを通す

リールの一
いちばんうえ

番上のつまみを回
まわ

して圧
あつ

を調
ちょうせい

整します。ファイト

中
なか

、魚
さかな

の引
ひ

きにハリスやリーダーが耐
た

えきれず負
ま

ける（切
き

れ

る）寸
すんぜん

前に、ラインが出
で

るようにセットするのが理
りそうてき

想的です。

詳
くわ

しくは、ゴールドマニュアルブック133ページをチェック！

ドラグ調
ちょうせい

整も行
おこな

おう

冬
ふゆ

〜春
はる

は大
おおがた

型を意
いしき

識するため3.5
号

ごうぜんご

前後がメインで、夏
なつ

〜秋
あき

は新
しんこ

子
を相

あいて

手にするので2.5号
ごうぜんご

前後を
用

ようい

意。カラーは視
しにんせい

認性が良
よ

いピン
ク、オレンジが基

きほん

本です。

★釣
つ

るための準
じゅんび

備 釣
つりぐ

具の特
とくちょう

徴と正
ただ

しいセッティングをマスターして快
かいてき

適な釣
つ

りを！

【釣
つりぐ

具のセッティング】【スピニングリールの特
とくちょう

徴】

基
きほんさぎょう

本作業は、ロッドを

つなぎ、道
みちいと

糸をガイド

に通
とお

します。そしてエ

ギング用
よう

スナップに

結
むす

び、餌
えぎ

木をセットす

るだけです。

なお、穂
ほさき

先（先
せんたんぶ

端部）

はデリケートなので、

やさしく扱
あつか

いましょ

う！

1

次
つぎ

にラインを引
ひ

いて結
むす

び
目
め

をヨリモドシまで移
いどう

動
させしっかり止

と

めましょう。
切
き

ります。

クリップを押
お

し
開
ひら

きます。

クリップを戻
もど

して
止
と

めます。

まず、こちらを引
ひ

っ張
ぱ

り絞
し

めます。

穂
ほさき

先から順
じゅん

に継
つ

いでいきましょう。継
つ

ぎ目
め

の

根
ねもと

元を持
も

ち、ジョイント部
ぶ

を合
あ

わせ、軽
かる

くね

じ込
こ

むように押
お

し込
こ

みます。ラインを通
とお

すガ

イドを一
いっちょくせん

直線にすることも忘
わす

れずに ！

1〜4の順
じゅん

でセットしよう

1

2

3

★出
でか

掛ける前
まえ

に必
ひつよう

要な小
こもの

物やエギを購
こうにゅう

入

エギ 2.5号
ごう

～ 3.5号
ごう

を２～３つ

4

「フィールドプライヤー」や「タモ
網
あみ

」などの便
べんり

利グッズは、『ゴールド
マニュアルブック』の61ページを
参

さんこう

考にしましょう。

その他
ほか

あると便
べんり

利グッズ

釣
ちょうこうぜんじつ

行前日までに○要
ようじゅんび

準備！
疑

ぎもん

問があったら釣
つりぐてん

具店に!!

根
ね

ズレ対
たいさく

策やクッションの役
やくめ

目をす
るフロロカーボンラインをメインラ
インに結

むす

びます。３号
ごういか

以下の餌
えぎ

木に
は2号

ごう

をジョイント。

ショックリーダー ２～３号
ごう

サイトフィッシング（イカの姿
すがた

を
確

かくにん

認して釣
つ

る方
ほうほう

法）が楽
たの

しめるので、
海

かいめん

面の乱
らんはんしゃ

反射を防
ふせ

ぐ偏
へんこう

光タイプを
購
こうにゅう

入しましょう。

偏
へんこう

光サングラス １つ

エギの交
こうかん

換をスムーズに行
おこな

うために
必

ひつよう

要です。３号
ごういか

以下の餌
えぎ

木にはSサイ
ズを使

しよう

用。ちなみに、極
ごくしょう

小クリップ付
つ

き
ヨリモドシでも代

だいよう

用できます。

エギング用スナップ S、Mサイズを２～３個
こ

※堤
ていぼう

防や磯
いそ

では安
あんぜん

全の
た め に ラ イ フ ジ ャ
ケットを着

き

て、釣
つ

りを
楽
たの

しみましょう。

4 リーダーの先
せ ん た ん

端にエギング用
よ う

スナップ、   
     または極

きょくしょう

小スナップ付
つ

きヨリモドシを   
     結

む す

び、エギをセット

2

3

『ゴールドマニュアルブック』の131ページにある、スパイダーヒッチ

とセイカイノットでラインシステムを組
く

みましょう。

3 ラインシステムを組
く

む

1 2 3

4 5 6

備
そな

え付
つ

けのワイヤーをほぐして伸
の

ばします。 穂
ほさき

先にワイヤーの先
せんたんぶ

端部を入
い

れます。 エントランスガイドまで先
せんたんぶ

端部を入
い

れます。

ベールを開
あ

けてメインラインを出
だ

せる状
じょうたい

態にします。糸
いと

が出
で

すぎると糸
いとがら

絡みの原
げんいん

因になるので注
ちゅうい

意しましょう。
写
しゃしん

真のようにエントランスガイドの輪
わ

の中
なか

にメインライン
を通

とお

し、ワイヤーの先
せんたん

端リングにも通
とお

します。この時
とき

、メイン
ラインは30cmくらい余

よゆう

裕を持
も

たせて通
とお

しておきましょう。

ワイヤーを穂
ほさき

先から抜
ぬ

いて、メインラインを引き抜いて
完
かんりょう

了です。



●エギの大
おお

きさを変
か

える

●エギのカラー 
　を変

か

える

●いろいろな方
ほうこう

向を攻
せ

める

ラインの走
はし

りでアワセる

次
つぎ

のシャクリで掛
か

ける

ズシッ !
乗

の

ったぞ !!

ポイント移
いどう

動だ
ラン＆ガンで
攻

せ

めよう！

キャストに入
はい

る前
まえ

は、ロッドをしっかり握
にぎ

って備
そな

えましょう。

1

2

3

利
き

き手
て

の中
なかゆび

指と薬
くすりゆび

指の間
あいだ

にリールフットをはさみ、
しっかりホールド。

ラインローラーをリー
ルシートの位

いち

置に持
も

っ
てきて、 人

ひとざ

差し指
ゆび

に
道
みちいと

糸を掛
か

けます。 

ベールアームをイラスト
のようにオープンにして
準
じゅんびかんりょう

備完了です。 

1

2

脇
わき

を締
し

めて、狙
ねら

うポイントの正
しょうめん

面にロッドを
向
む

けてイラストのように構
かま

えます。ルアーの
たらし（穂

ほさき

先からルアーまでの距
きょり

離）は10
～ 15cmにします。

ポイント正
しょうめん

面に立
た

ち、
脇
わき

を締
し

めて振
ふ

りかぶ
ります。

アドレス

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

★釣
つ

り方
かた

のコツ：アオリイカ編
へん

堤
ていぼう

防や磯
いそ

の先
せんたん

端など潮
しおどお

通しが良
よ

い場
ばしょ

所がベストですが、沖
おきむ

向きのストラク
チャー（障

しょうがいぶつ

害物）周
まわ

りならどこでもチャンスはあります。堤
ていぼう

防ではスミ跡
あと

を
発
はっけん

見したら釣
つ

れていた証
しょうこ

拠。そこを中
ちゅうしん

心に探
さぐ

ると良
よ

い釣
ちょうか

果が期
きたい

待できます。

★ポイントはココ

エギをボトム（海
かいてい

底）まで
しっかり落

お

とし
シャクって誘

さそ

い!
フォールで抱

だ

かせる!!　

！
　穂

ほ

先
さき

を痛
いた

める一
いちばん

番の
原
げんいん

因で、結
けっか

果、破
はそん

損。釣
つ

り
が出

でき

来なくなります。
ルアーが水

すいめん

面に見
み

えた
らリールを巻

ま

くのを止
や

めて、距
きょり

離を確
かく

認
にん

。手
てもと

元
にくるように回

かい

収
しゅう

しま
しょう。

ロッドの穂
ほさき

先を海
かいめん

面に向
む

け、ラインの出
で

をサポート。
リールから勢

いきお

いよく出
で

ている糸
いと

が、一
いっしゅん

瞬フワッとコ
イル状

じょう

に弛
ゆる

んだらボトムに着
つ

いた証
しょうこ

拠です。
なお、ボトム着

つ

いたら、素
すばや

早くリールのベールアーム
を返

かえ

し、リールを巻
ま

いて糸
いと

フケを取
と

ること。ラインが
海
かいめん

面までピンと張
は

るまで巻
ま

きましょう。

※回
かいしゅうじ

収時のルアーの
　巻

ま

き込
こ

み過
す

ぎに注
ちゅうい

意！　

　自
じぶん

分はもちろん、他
ほか

の人
ひと

に踏
ふ

まれて折
お

れることが
よくあります。ロッドを置

お

く場
ばあい

合は、荷
にもつ

物に立
た

て掛
か

け
るなど、地

じめん

面に寝
ね

かせないように置
お

きます!!

※むやみにロッドを地
じめん

面に置
お

かない！

　基
きほんてき

本的には海
かいていふきん

底付近に生
せいそく

息しているアオリイカ。ポイントを決
き

めたら、エギをしっかりボ
トム（底

そこ

）まで落
お

とすことが重
じゅうよう

要ポイントになります。
　エギは、跳

は

ね上
あ

げると大
おお

きくスライドしながら上
じょうしょう

昇するのが特
とくちょう

徴。よって好
こうきしんおうせい

奇心旺盛なア
オリを誘

さそ

うのに適
てき

しています。
　ポイント周

しゅうへん

辺にエギをキャストして海
かいてい

底まで落
お

としたら、足
あしもと

元から頭
あたま

の上
うえ

まで素
すばや

早くロッ
ドをシャクって誘

さそ

います。アオリはエギが再
さいどお

度落ち込
こ

んでいく（フォール）間
あいだ

に抱
だ

きついて
くるので集

しゅうちゅう

中してアタリを捕
とら

えましょう。

10〜
15㎝

❷

❸

❹

❶

ダブルハンドでのオーバーヘッドキャスト

3
ルアーの重

おも

みとロッドの弾
だんせい

性、そしてバッドエンド側
がわ

の
手
て

を勢
いきお

いよく引
ひ

くように振
ふ

リ出
だ

します。そしておでこの
位

いち

置まできたらラインを抑
おさ

えている指
ゆび

を離
はな

します。4

ルアーが着
ちゃくすい

水したらリール側
そば

の
手
て

の指
ゆび

で軽
かる

くスプールを抑
おさ

え、
ラインの糸

いと

フケを抑
おさ

えます。

基
きほん

本のシャクリでまずチェック！

きちんとボトムをとる方
ほうほう

法は…

下
したむ

向きに構
かま

えたロッドを、イッキに頭
あたま

まで鋭
するど

く引
ひ

き上
あ

げるのがポ
イント。エギが大

おお

きくスライドするよう急
きゅうげき

激に力
ちから

を加
くわ

えましょう。
水
すいちゅう

中のイメージはイラストの通
とお

りです。

2段
だん

、3段
だん

シャクリも試
ため

して誘
さそ

おう！

　基
きほん

本のシャクリで反
はんのう

応がないようなら、こちらを試
ため

してみましょう。
やり方

かた

は、最
さいしょ

初にエギ頭
あたま

を上
あ

げる感
かん

じで素
すばや

早く小
こきざ

刻みにロッドをシャク
リ、再

さいどおお

度大きくシャクルのだけです。素
すばや

早いコンビネーションで3回
かい

（段
だん

）行
おこ

なうと、より大
おお

きなアクションとなり、効
こうか

果テキメンです。
！

1 2 43

ラインの走
はし

りで
アワセる

アタリは“ラインの走
はし

り”と“次
つぎ

のシャクリで掛
か

ける”２パターンでとることができます。いずれもア
タリがあった後

あと

は、そのままラインを緩
ゆる

めないように巻
ま

き寄
よ

せ、ランディングに持
も

ち込
こ

みましょう。

エギのフォール中
ちゅう

にラ
インが海

かいめん

面を走
はし

るよう
に動

うご

くことがあります。
これがアオリからのシ
グナルなので、瞬

しゅんじ

時に
ロッドをあおりフッキ
ングさせましょう。

※かたずけ上
じょうず

手は、釣
つ

り上
じょうず

手！
　返

へんきゃくびぜんじつ

却日前日までに、しっかりお手
てい

入れを!!
　レンタル釣

つりぐ

具は、返
へんきゃくび

却日までにはお手
てい

入れをし、
元
もとどお

通りに梱
こんぽう

包しましょう。また釣
つりぐ

具にキズを付
つ

け
たり、壊

こわ

してしまった場
ばあい

合は、その箇
かしょ

所をメモに
残
のこ

して箱
はこ

の中
なか

に入
い

れましょう。

ロッドをたたむ
場

ばあい

合は…

バッド部
ぶ

の継
つ

ぎ目
め

から順
じゅん

に外
はず

して
行
い

きます。ジョイント部
ぶ

がキツク
締
し

まっている場
ばあい

合は、継
つ

ぎ目
め

の
部
ぶぶん

分を持
も

ち、雑
ぞうきん

巾を絞
しぼ

るようにネ
ジりながら引

ひ

くとうまく抜
ぬ

けます。
くれぐれも先

せんたん

端を持
も

って外
はず

さない
こと。穂

ほさき

先が折
お

れてしまうので
要
ようちゅうい

注意！

ヒットパターンは2タイプ！

ラインが走
はし

らなくても、イカが抱
だ

きついていることも
多

たた

々あります。この場
ばあい

合は次
つぎ

のシャクリがフッキングを
兼
か

ねます。シャクった時
とき

、ズシッと重
おも

くなるったら、さら
にロッドを起

お

こしてしっかり掛
か

けましょう。

※アタリが無
な

い場
ば あ い

合は
　①～④の順

じゅん

で探
さ ぐ

ろう

　いろいろなシャクリパター
ンを試

ため

す他
ほか

、ポイントへのア
プローチ（角

かくど

度）を変
か

えるの
も戦

せんりゃく

略のひとつです。
　またエギのカラーを変

か

える
などもありますが、その場

ば

を
諦
あきら

めてポイントチェンジ。ラン
＆ガン（移

いどう

動して多
おお

くのポイ
ントを攻

せ

める）の方
かた

が勝
しょうぶ

負が
早
はや

いこともありです。

次
つぎ

のシャクリで
掛

か

ける


